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【親子ふれあい川遊びに関わるヒアリングと現地視察】 

・日 時：2023 年 5 月 15 日 

・参 加 者：合計 8名（学生 4名、地域 3名） 

・活動内容：戸野地域センターで、センター長の平川さん、木村さん、山城さんから戸野地域の

活動（主に親子ふれあい川遊び）に関わる取組をヒアリングした。昨年度は新型コ

ロナウイルスの影響で中止となったが、今年度は 8 月 5 日（土）に開催予定。イベ

ント開催までの準備や当日の運営の手伝いのほか、募集管理や広報面の支援もして

いく方向で話を進めた。1 時間ほど話を聞いたのち、会場となる川やその周辺を案

内していただいた。草刈りや川の整備など、念入りな準備を要する状況だった。 

・活動の様子：写真の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   会場の案内をしていただく       取組をヒアリングしている風景 
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【親子ふれあい川遊びの事前準備（竹串製作）】 

・日 時：2023 年 7 月 22 日 

・参 加 者：合計 11 名（学生 4名、地域 6名） 

・活 動 内 容：鮎を刺すための竹串を製作した。棒状の状態で用意された竹を、表面が滑らかにな

るように面取りし、厚さを薄くして両先端を尖らせた。200 本近くを 3 時間で作っ

たが、すでに 500 本を製作済みとのことだった。市販されている竹串もあるものの、

長さが 40 ㎝程度だと短いため手作りをしているとのことだった（地面に刺して焼

くときに、短いと火との距離が近くなって表面ばかりが焼けて中心部が焼けない）。

作業をしながら地域の方ともコミュニケーションをとることができ、イベント以外

のことも話すことができた。 

・活動の様子：写真の通り。 

      竹串製作の様子               竹串製作の様子
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【親子ふれあい川遊びイベント当日】 

・日時：2023 年 8 月 5日 

・参加者：合計約 60 名（学生 7名、地域約 53名）※正確な人数は不明 

・活動内容：親子ふれあい川遊びの当日を迎えた。学生は 7 時半ごろから準備の手

伝いをしたが、役員の方はその時間よりも早く集合して準備をされていた。準備に

必要な物品は現地に用意されており、受付スペースや休憩スペースなどの設置をし

た。イベント中は固定された役割がなかったため、受付や鮎の塩焼き、水中宝探し

の補助など、適宜仕事を探してお手伝いをした。参加人数もちょうどよく、予定さ

れていたスケジュール通りの進行がされた。参加者していた子供も大人も、川に入

ったり鮎を焼いて食べたりすることを楽しんでいる様子が見受けられた。 

・活動の様子：写真の通り 

 

       川遊びの様子             鮎の塩焼き体験の様子 

 

 

その他の写真 

https://photos.app.goo.gl/mHKGdLv6dJ4Qui6u8 

 

https://photos.app.goo.gl/mHKGdLv6dJ4Qui6u8
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【親子ふれあい川遊び アンケート結果】 

【アンケート概要（参加者）】 

● 調査対象数：19組 

● 回答数：16 組 

● 回答率：84.2％ 
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注：「５」に近づくほど「満足」、「１」に近づくほど「不満」と感じている。 

 

 
注：「５」に近づくほど「満足」、「１」に近づくほど「不満」と感じている。 
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注：「５」に近づくほど「満足」、「１」に近づくほど「不満」と感じている。 

 

 
注：「５」に近づくほど「満足」、「１」に近づくほど「不満」と感じている。 

 

 
注：「５」に近づくほど「満足」、「１」に近づくほど「不満」と感じている。 
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注：「５」に近づくほど「満足」、「１」に近づくほど「不満」と感じている。 

 

 

【上記の理由をお聞かせください（一部抜粋）】 

● 参加者を楽しませるために、いろいろ工夫されていて大満足のイベントでした！ 

● 人数もほどよく安全に遊ばせることができた。 

● 普段できない体験を子どもと一緒にできて嬉しかった。 

● 涼を感じながら、親も子もとてもたのしく過ごすことが出来ました。 

● 小 1の子供もしっかり鮎もつかまえられて、塩焼き体験までさせていただき、とても貴重な

1日となりました。なかなかできない川遊びなのでまた来年もお願いします。参加人数もち

ょうど良かったです。 

● 子どもの事を 1番に考えてイベントを考えて下さっていて、小さい子どもでもとっても楽し

そうに遊んでいました。 

● 子どもが 1才だったので楽しめるか心配だったが、鮎のつかみどりもサポートして下さっ

て、宝探しもすごく楽しめました。 

● 子供でも比較的簡単に アユを捕まえる事が出来て楽しかったようです。 

● アユ飯とアユの塩焼きも とても美味しく、普段あまり魚を食べない子供が たくさん食べて

いました。 

● 水中宝探しも、石に書いてある宝に感動しました！それは、楽しい！ 

● ご飯も美味しすぎて、料金もこんなにお安くて本当に良いのかと話したくらいです。 

● 来年以降も開催があれば、是非友人家族も誘って参加させていただきたいです。 

● アットホームな雰囲気で遊んでいる姿もよく見れて楽しめた。 

● 鮎の塩焼きはとても美味しかったです。 
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学生協働支援隊 戸野地域 活動報告書 
 

【イベントに関して、改善点や工夫してほしい点、感想があればお聞かせください（一部抜粋）】 

● 参加者の人数も場所（規模）も とても良かったです。以前 他のイベントで子供とアユの掴

み取り体験をしたことがありますが、参加者が多すぎる事や 広すぎて子供が上手くアユを

掴めなかったりしました。ですが、今回の様に範囲を狭めの掴み取りで、たくさん掴めて満

足していました。人数も、多からず少なからずで ゆっくりと体験出来たと満足していま

す。運営された方々に感謝しています。また来年 開催があれば ぜひ参加したいと思ってい

ます。 

● ありません。すごくすごく楽しかったです！！準備、運営本当にありがとうございました 

● 待機場所の日除け対策がもう少しあればすごし易いです 

● 鮎めしの量を増やしてほしい 

● 子供はあゆ塩焼きが無料でついてくると記載されていた気がするのですが、なかったのでし

ょうか？カキ氷りなどは、もっと高くしてもいいのでは？戸野の皆様、大学生の皆様、本日

はありがとうございました。おかげさまで、家族全員が、たのしく過ごすことが出来まし

た。 

 

 

【アンケート概要（運営側）】 

● 回答数：19 名 

● 調査方法：役員会でアンケート用紙を配布。後日回収。 

 

 

 

 
注：「５」に近づくほど「非常に大変だった」、「１」に近づくほど「そんなに大変でなかった」

と感じている。 

 



学生協働支援隊 戸野地域 活動報告書 
 

 
注：「５」に近づくほど「非常に大変だった」、「１」に近づくほど「そんなに大変でなかった」

と感じている。 

 

【イベント準備・当日で大変だったこと、課題だと思ったことを記入してください。（任意）（一

部抜粋）】 

● 体調不良者が出たときに、対応できるように救急用品を用意しておいた方が良いと思いまし

た。 

● 学生ボランティアさんと、当日ミーティングしておいた方が誰に何をやってもらうか明確に

指示（お願い）できたと思った。誰が誰かわからず、終わってしまった。 

● 準備のときの人数があまりにも少ない。 

● 竹串作りが大変でした。学生ボランティアの協力が良かった。 

● 担当を決めていたが、その通りにならなかった。始まる前にその日のスケジュールの確認を

する。協力者をもっと多くする。 

● 今年は土曜日開催であったため、前日準備に協力できる人が少なかったので大変であった。

草刈り、草焼き、竹串づくりでは学生ボランティアの協力もあり楽しくできました。 

● 真夏の日中イベントということで暑さがきつかった。事前準備の参加者が少なく、時間がか

かった。バザーの飲料があまり売れていなかったので、無料のお茶の方を多く用意した方が

よかったかも。 
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【イベントに関して、意見や感想があればお聞かせください（一部抜粋）】 

● 若い人の手伝いを増やせたら良いのでは。これからのためにも。 

● もう少し地元の人の力が欲しいです。参加もそうです。 

● 準備することにより地域の皆さんとのコミュニケーションが深められて良い。 

● 今回学生ボランティアの若い力の協力があり非常に助かった。 

● スタッフの平均年齢が毎年上がるので対応を考える必要があると思う。 

● 今年はボランティアの方がいらっしゃったので、活気があり、人手も不足することなく進め

られました。また、来年もお願いしたいです。 

● 地域全体の行事だと皆が自覚するようにしたら良いと思う。 

● 学生ボランティアの協力もあり、当日はスムーズな運営ができたと思います。 

● 準備する側に若い人材が欲しい。 
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【学生協働支援隊員の感想】 

● 自治協主導で、ほぼ行事全体を通してほぼ全て地域の人で運営していたことが良かった。ま

た地域の人はそれぞれの役割を認識し、担っていたこと大きなトラブルもなく、安全にすべ

ての行程を終えることができたこともよかった。ただ、自分の役割が固定されていない分、

周りを見ながら把握して行動していく必要があったのは困った。地域の人が主体的に準備さ

れているから成り立っているが、竹串作成を含め準備にかかる時間・労力のコストも大きい

ため今後の持続性については考える点は多くあるように思った。地域の人の、祭りや地域自

体への愛着があるからこそ、ここまで多くの人が準備も含め関わっているのかなと感じた。 

● イベントの準備、運営がしっかりしていた。注力すべきところにきちんと注力した準備をさ

れていたところがよかった。参加した子供たちがかなり楽しめていた印象。イベントの楽し

さとインパクトが強いと思った。水中宝探し終了後、「これで宝探しは終了で監視も一旦切

り上げます」というアナウンスはあったものの、後からちらほら子どもたちがきており、万

が一のことがあるので監視を区切ることができなかった。イベント運営の核の人がきちんと

決まっていて、その人たちが仕切ることや管理に徹していた。経理や準備などの側面は直接

見ていない部分が多いのであまりわからないが、少なくとも当日の来場者ファースト、ある

いはお手伝いに来てくれた人へのおもてなしがしっかりしていてよかった。 

● 参加者もたくさんいてこどもたちが楽しめる活気あるイベントになっていたことがよかっ

た。また、地域の方の力になれたことが 1番良かったかなと思った。地域の方が私たちに何

をして貰いたいかわからないため、臨機応変に対応する難しさがあった。地域外からの参加

者もたくさんいて、しっかり魅力のあるイベントになっていることを感じた。 

その他の気づきとしては、水分補給を忘れると危険だなと感じたため、スタッフ側が交代で

休憩できるようにした方が良いのではないかと思った。閉会式があっても良いのかなと思っ

た。また、鮎の数が多かったのかなと思った。 

● 前日までの計画的な段取りのおかげで朝の準備にスムーズに取り掛かれたことや、トラブル

なく、予定スケジュール通りに進行できていたことがよかった。場所移動をして常に仕事を

発見しないといけなかったため、役割が固定されてなかったことについては困った。地域の

方のつながりがあるからこそ、外部の人を集めて開催できるイベントとなっていると感じ

た。イベントをやりたい気持ちがあっても、協力者がいなければ計画して開催することまで

はできないと思う。
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【参加後アンケートに関する打ち合わせ】 

・日時：2023 年 10 月 20 日 

・参加者：合計 3名（学生 1名） 

・活動内容：アンケート（戸野地域の運営側）結果を見ながらイベントの振り返り

を行い、今後の提案内容を考えた。以下の 3 点（①来年度に向けて地域ができそう

か、②地域が学生や外部の力を借りなくても取り組むことができるか、③地域の主

体性が低くなることなく学生が入ることができる所があるか）をもとにして話し合

い、3 つの案を出した。これらの案を地域へ送付し、別日に地域の代表者と話し合

いを行うことを決めた。 

・活動の様子：写真の通り。 

 
話し合いの様子  
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【来年度に向けた提案と話し合い】 

・日時：2023 年 12 月 19 日 

・参加者：合計 4名（学生 1名、地域 1名） 

・活動内容： アンケート結果を受けてまとめた今後の提案について、平川さんと

話し合った。運営の負担軽減については、組織改編で部会の数を絞って 1 人当たり

の仕事量を減らしたり、イベントの開催形式を他のイベントと合同にしたり隔年に

したりするなどして対応する予定であるということが分かった。私たちが行った応

募者管理は、非常に助かったと言っていただけた。参加者の出会いや会話の機会、

参加者がイベントを楽しむということを大切にされている印象であり、来年以降の

イベントでも外部の参加者を募るということだった。一方で、役員を引き継ぐ後継

者がいないため行事を引き継げないということなど、課題も山積みであるというこ

とが分かった。 

・活動の様子：写真の通り。 

 

話し合いの様子 
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